








以上の保ｲ『状況にあるが，0～4歳および20

歳以上の年齢層では40％以下であり，年齢

の上昇とともに，低下傾向を示している．特

に，60歳以上の層では1割程度の保有状態

にある．

(b)InfluvA(H3N2):A/NewYork/55/2004(E7

クチン株）

A(HINI)株同様,5～19歳の層では60

％程度以上の保有状況にあるが，他の年齢層

では，40％以下の保有状態にある

(c)InfluvB(Yamagata系統株):Bj上海/361

/2002（ワクチン株）

B刑ウイルスは山形系統とVictoria系統と

に大きく2つに分けられる一方の系統であ

る本株の保有状況であるが，特に,15～19

歳の層で80％と高い保ｲ]~にあるが，その年

齢層から遠ざかるに従い低ドしており，0～4

歳および50歳以上で20％以下と低い保有状

態にある

(d)InfluvB(Victol･ia系統株);

B/Hawaii/13/2004

もう方の系統に属する本株に対する保有一

を見ると，今回調査した株の中では全体的に

低い保有状態にあり,10～14歳および50

歳以上では皆無状態にあるため，当該類似株

流行時は，注意が必要である

b)インフルエンザ感受性調森

時期：平成17年8月9日～9j117日

地区：県北地区（20歳以上)，杣双地区（20

歳未満）

対･象：定められた年齢区分により0～73歳

までの計247f1

検体；血清

ノゴ法:InfluvA(HINl):A/NCw

Caledonia/20/99(ワクチン株),Innuv.A(H3N2)

:A/NewYork/55/2004(ワクチン株),Innuv.B

（山形系統株):B/上海/361/2002(ワクチン

株),InfluvB(Victol･ia系統株):

B/Hawaii/13/2004の計4株(2005/2006年

シーズンワクチン株4株を含む）を抗原とし

て，赤血球凝集抑制試験(H1試験）によりH1

抗体価を測定した

結果：要領にある年齢区分に従い，各株ごと

の抗体保有状況を血清の最小希釈倍数である

1M¥,40倍および80倍について示した（図

1-1～-4)

なお，各株に対する感染防御に有~効と見な

されている血清希釈倍率40倍以上について，

その保有概要を以下に述べる

(a)InfluvA(HINI):A/NewCaledonia/20/99

（ワクチン株）

6シーズン連続のワクチン株である本株に

対す-る保有状態であるが，5～19歳で65%

A/NewCaledonia/20/99(HINI)
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図1－1年齢区分別インフルエンザH｜抗体保有状況
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